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③北側外壁壁面緑化 ( 壁 -１) ③北側外壁壁面緑化 ( 壁 -１)

③北側外壁壁面緑化 ( 壁 -１)

③北側外壁壁面緑化 ( 壁 -１) ③北側外壁壁面緑化 (壁 -１)
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⏝ ဨᐃ ᗘ㏵ ㏿

㻱㼂㻔㻝㻕 ⏝ ⏝・ タ ・ ⪅ ே◌◌ PPLQ

㻱㼂㻔㻞㻕 ⏝ ⏝・ タ ・ ⪅ ே◌◌ PPLQ

㻱㼂㻔㻟㻕 ⏝ ⏝・ タ ・ ⪅ ே◌◌ PPLQ

㻱㼂㻔㻠㻕 ⏝ ⏝・ タ ・ ⪅ ே◌◌ PPLQ

㻱㼂㻔㻡㻕 ⏝ ⏝・㤋ᅗ ⪅ ே◌◌ PPLQ

㻱㼂㻔㻢㻕  
ࣜ
・ࢹࢺࢫࢹ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・⪅ ே◌◌ PPLQ

⏝ᖖ㠀 㻱㼂  
ࣞ
 ࢺࢫ

ࣕ
⏝ࢳ࣮◌ ᑐ ᛂ・㸦⟶⌮ 㸧 ே◌◌ PPLQ

◌ྜ
ィ

■エレベーターの仕様
䜶䞁䝖䝷䞁䝇䝩䞊䝹

ኳ ・ 䠖 〇・ 䝹⢝ 䞊䝞䞊
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◌ ங ᐊ
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ᗋ 䠖 䝡䝙䝹ᗋ 䝅䞊䝖

■主要室仕上げ

エントランス

・䝍 ・
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◌ྎ༓
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◌ྜ༓
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ᴫ ᕤ ᕤ・ ┤㻔 㻕㈝⟬
■エスカレーターの仕様■エスカレーター設置の理由

図書館利用者の利便性を高め、活

用可能床の集客増やテナント募集

への貢献が期待できるため、1 ～ 4

階にエスカレーターを設置します。

ペデストリアンデッキ設計条件２

標高 TP+11.15

ペデストリアンデッキ設計条件 1

有効幅員 4.0m 以上

通路中央の植栽升はデッキ開通時には建物際へ寄せ

て幅員を確保する考え。

活用可能床

1 テナントでも複数テナントでも対応できるま

とまった広さで、整形な店舗区画を確保します。

交流スペース

イベント、催事も行える

交流スペースです。

活用可能床出入口

だれでもトイレ

ペデストリアンデッキ

利用者用 EV

交差点に近い場所に設

置します。

開館時
投函口

②ペデストリアンデッキ植栽枡（デ） ②ペデストリアンデッキ植栽枡（デ）

18.6m ロングス

パンを PCS 梁で

実現します。

40m

切欠き部：約 22㎡

（将来増築対応）

仕上

天井：鉄骨架構 + 塗装（仕上は C 工事）

壁　：石膏ボード素地（仕上は C 工事）

床　：乾式置床（仕上は C 工事）

植栽升、壁面緑化は緑化延長としてカウント

　※詳細は 21- 塔屋 1階平面図に記載。

（特避２）

758 ㎡

CH2,900（C 工事の想定天井高）

活用可能床

CH7,400

エントランスホール

ＥＰＳ

付室

（特避１）

廊下

男子

トイレ

ＥＶ

20 人

ＥＶ

20 人

ＥＰＳ

付室（非）ＥＶ

26 人

機械式駐車場

　　52 台

CH2,900

ＥＶ

20 人

ＥＶ

20 人

エレベーターホール
DS PS

PS

PSDS

倉庫

授乳室

廊下

（メンテナンス）バルコニー

（
メ
ン

テ
ナ
ン

ス
）
バ

ル
コ
ニ

ー

女子

トイレ

ESS

ESS

E
S
S

E
S
S

風除室ＥＶ

15 人 ブック
ポスト

ペデストリアンデッキ

将来のデッキデッキ接続へ対応

UP

DN

SL＝FL-300

札の辻交差点

歩道橋接続対応

設備

・店舗区画内大部屋仕様での法定基準設備

・店舗内区画への幹線及び開閉器盤設置

・その他配管、ダクトは店舗区画内へ突き

　出しバルブ、フランジ止めまで。
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吹抜空間

3 階の雰囲気や視線が

2階に伝わり、活用可

能床の一体感を生み

出す吹抜空間です。

給水設備

・物販店舗 50%、飲食店舗 50％を想定し

て給水量を設定。

排水設備

・上記想定に基づく排水量は

　98.52 ㎥ /日。

・本計画地が属する芝浦処理場高輪第 3

処理分区の排水規制量は 110.89 ㎥ / 日

( 敷地面積 ×0.0042 ㎥ /sec/h×115.20)

・110.89 ㎥ /日＞98.52 ㎥ / 日

　よって排水調整槽は不要。

　（実施段階で排水規制量の係数が

　　115.20⇒69.12 に変わった為、

　　貯留⇒直放流に変更となった）
はり
間柱

間柱
はり

低降伏点鋼

ダンパー

制振構造

・制振間柱（低降伏点鋼）を平立

面上バランスよく配置し、地震

のエネルギーを吸収して層間変

形角を低減させます。

  直工 17,193,170 円

積載荷重（基準法）

(　) は厨房対応スラブ下げ範囲の割増し値

・床用 ：2,900N/ ㎡ (6,500)

・大梁・柱・基礎用 ：2,400N/ ㎡ (6,000)

・地震用 ：1,300N/ ㎡ (2,400)

・2、3 階ともそれぞれ店舗区画が５区

画に分割しても計量できるように対応

店舗区画数

だれでもトイレ

（交流スペース）

イベント、催事も行える

交流スペースです。

床下げ部分

SL( 躯体スラブ天端レベル ) は FL

(仕上床レベル)から300mm下げて、

厨房の床下げに対応できるように

計画します。

厨房の床下げ ( 想定 )

仕上

天井：鉄骨架構 + 塗装（仕上は C 工事）

壁　：石膏ボード素地（仕上は C 工事）

床　：乾式置床（仕上は C工事）

設備

・店舗区画内大部屋仕様での法定基準設備

・店舗内区画への幹線及び開閉器盤設置

・その他配管、ダクトは店舗区画内へ突き

　出しバルブ、フランジ止めまで。

40m

18.6m

ＥＰＳ

付室

（特避１）
廊下

男子

トイレ

ＥＶ

20人

ＥＶ

20 人

ＥＰＳ

付室（非）ＥＶ

26人

機械式駐車場

　　52 台

CH2,900

ＥＶ

20 人

ＥＶ

20 人

エレベーターホール
DS PS

PS

PSDS

倉庫

倉庫

廊下

（メンテナンス）バルコニー

（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

）
バ
ル
コ

ニ
ー

（特避２）

倉庫

女子

トイレ

E
S
S

ES
S

ESS

ESS

CH2,900（C 工事の想定天井高）
762 ㎡

活用可能床

ひさし

DN

UP

ひさし

既存貸付部

既存貸付部

今回貸付部
356.66㎡

既存貸付部
港区と全国を
つなぐコーナー

エスカレーターからの通路機能を常時確保すること。
(今回貸付部に含む)
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12. 立面図

ステンレスサッシ

アルミ製庇

ステンレスサッシ

スチールカーテンウォール

方立

設備目隠し有孔折板

ハト小屋 打放し + 塗装

押出成型セメント板 +塗装

プレキャストコンクリート + 塗装

プレキャストコンクリート + 塗装

アルミサッシ（排煙ランマ）

アルミサッシ

垂直リブ：GRC+ 塗装

GRC+ 塗装

アルミパネル
ホールダブルスキン給気口

垂平リブ：ハーフ PC+ 塗装

アルミサッシ

アルミパネル

木製パネル

壁面緑化（ポット式）

亜鉛メッキステンレス鋼板

ペデストリアンデッキ手摺

駐車場出入口 給油口 送水口

掲示板 掲示板
デジタルサイネージ

ブックポスト

■壁面緑化イメージ

ポットタイプ

北面でも生育し安い植

物を選定。

・ロニセラニティダ

・ヤブラン

・ヤツデ

の混色
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押出成型セメント板 + 塗装

Ｈ形鋼 + 塗装

押出成型セメント板 + 塗装

設備目隠し有孔折板

Ｈ形鋼 + 塗装

目隠し有孔折板

プレキャストコンクリート + 塗装

コンクリート打放し + 塗装

壁面緑化（プランター式）

コンクリート打放し + 塗装

押出成型セメント板 + 塗装

通用口：ステンレスサッシ 付室排煙：アルミサッシ付室排煙：アルミサッシ

■壁面緑化イメージ

プランタータイプ

メンテナンスし安い植

物を選定。

・テイカカズラ
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押出成型セメント板 +塗装

コンクリート打放し + 塗装

押出成型セメント板 + 塗装

スチールカーテンウォール

方立

プレキャストコンクリート + 塗装

プレキャストコンクリート + 塗装

アルミサッシ（排煙ランマ）

アルミサッシ

垂直リブ：GRC+ 塗装

GRC+ 塗装

アルミパネル
ホールダブルスキン給気口

垂平リブ：ハーフ PC+ 塗装

壁面緑化（ポット式）

壁面緑化（プランター式）

アルミサッシ

ステンレスサッシ

アルミパネル

コンクリート打放し + 塗装

Ｈ形鋼 +塗装

目隠し有孔折板

Ｈ形鋼 +塗装

目隠し有孔折板

押出成型セメント板 +塗装

プレキャストコンクリート + 塗装

プレキャストコンクリート + 塗装

コンクリート打放し

+ 塗装

コンクリート打放し +塗装

プレキャストコンクリート
+ 塗装

押出成型セメント板 + 塗装

設備目隠し有孔折板 設備目隠し有孔折板

木製パネル

■壁面緑化イメージ

プランタータイプ

・フィリフェラオーレア

・タフクナンテン

・セイヨウイワナンテン

　を混植。
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産
業

振
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床
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三
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書
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共
用
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分

(
利

用
者

用
ス

ペ
ー

ス
)

共
用

部
分

(
管

理
用

ス
ペ

ー
ス

)

駐
輪

場

共
用

部
分

(
設

備
ス

ペ
ー

ス
)

P
C
梁

模
式

図

断
面

図

平
面

図

PC
圧

着
工

法
概

念
図

高
性

能
断

熱
材

P
C
圧

着
工

法

屋
根

(
7
5
m
m)

、
壁

(
5
0
m
m
)
の

高
性

能
断

熱
材
の
採

用

P
C
S
梁

端
部

P
C
梁

、
中
央

部
S
梁
と

す

る
こ

と
で

、
躯

体
重
量
の

軽
量

化
、

設
備

ス
リ

ー
ブ
の
確

保
、
階

高
の

抑
制

が
可

能
と
な
り

ま
す
。

P
C
圧

着
工

法
は

在
来

工
法
と
比

べ
て

P
C
a
部
材
を

Ｐ
Ｃ
鋼

材
の

緊
張

力
で

一
体
化

し
柱
梁

圧
着

面
の

あ
ご

（
コ
ー

ベ
ル
）

に
よ

り
支

保
工

が
不
要

と
な
る

た
め

現
場

作
業

量
を
低

減
で
き

ま

す
。

地
震

時
は

躯
体
の

変
形
が

あ
ご

部
分

に
集

中
す
る

た
め
、

部
材

の
損

傷
を

少
な
く

で
き
ま

す
。

ま
た

、
地

震
後
に

は
P
C
鋼
材

の
プ

レ
ス

ト
レ
ス

に
よ
り

変
形

が
元

に
戻

り
ま
す

。

O
A
フ

ロ
ア

・
乾
式

二
重
床

レ
イ

ア
ウ

ト
変
更
に

柔
軟
に

対
応

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
バ
ル

コ
ニ
ー

外
壁

、
空

調
室
外
機

、
制
気

口
、

厨
房

排
気

ダ
ク
ト
、

設
備
配

管

の
メ

ン
テ

ナ
ン
ス
が

容
易

空
調

室
外

機
の
各
階

配
置

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
し
や

す
く
空

調

必
要

室
の

近
く
に
配

置
し
て

エ

ネ
ル

ギ
ー

ロ
ス
を
低

減

雨
水

利
用

ト
イ

レ
の

洗
浄
水
と

植
栽
の

灌
水

に
利

用

日
射

遮
蔽

ル
ー

バ
ー

西
日

を
カ

ッ
ト

し
て

熱
負

荷

を
低

減
し

、
閲

覧
コ

ー
ナ

ー

の
読

書
環

境
を

改
善

壁
面

緑
化

ま
ち

な
み

の
緑

化
に

貢
献

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

デ
ッ

キ

外
壁

、
ガ

ラ
ス

の
メ

ン
テ

が

し
や

す
く

、
庇

効
果

で
汚

れ

や
劣

化
を

低
減

L
o
w-
E
複
層

ガ
ラ

ス

熱
負
荷

を
低

減
し

、
冬

季
の

コ
ー
ル

ド
ド

ラ
フ

ト
を

軽
減

自
然

通
風

南
北

方
向

に
卓

越
し

た
風
を

利
用

屋
上

緑
化

熱
負

荷
を

低
減

し
、

ヒ
ー

ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
に

も
貢

献

ダ
ブ

ル
ス

キ
ン

設
備
ス
リ

ー
ブ

空
調

方
式
：

G
H
P
(
直

膨
式

空
調

機
)

空
調
方
式

：
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P
(
空

冷
パ
ッ
ケ

ー
ジ
マ

ル
チ

タ
イ

プ
)

空
調
方

式
：
E
H
P

空
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方
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：
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H
P
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方
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：
E
H
P

空
調
方
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：
E
H
P

空
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式
：
E
H
P
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：
E
H
P
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E
H
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B
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事
)
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調
方

式
：
E
H
P
(
B
工

事
)

空
調
方

式
：
E
H
P

開
口

部
か

ら
の

熱
負

荷
を

低
減

自
然
採

光

西
日
を

カ
ッ
ト

し
た

北
側

か

ら
の
安

定
し
た

自
然

採
光

PC a PC 造 RC 造

直
接

基
礎

S 造
( ペ デ ス ト リ ア ン デ ッ キ )

S 造
（ Y 2 ～ Y 5 ）

S 造
（ 塔 屋 ）

P
C

a
P

C
造

P
C

a
P

C
造

S
造

6,
50

0
の

階
高

に
ES

C
を

設
置

し
た

場
合

の
全
長

＝
15

,4
90

mm

13. 断面図

3
1
ｍ

ラ
イ

ン
は

7
階

階
高

の
1
/
2
　

　
以

下
に

あ
る

の
で

3
1
ｍ

を
超

え
る

　
　

階
は

7
階

以
上

と
す

る
。

ナ
イ
ト

パ
ー
ジ

冷
房
運

転
時
室

温
よ

り
温

度

の
低
い

外
気
を

取
り

入
れ

冷

房
負
荷

を
低
減

し
ま

す
。
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＜協定木材利用の方針＞

木製ルーバー・木製化粧壁
（エントランスホール )

木製化粧ルーバー（2 階エントランスホール )

木製化粧壁（エレベーターホール )

木製化粧合板 ( 柱型周り・水平ルーバー )

木製化粧ルーバー ( 交流ロビー )

木製書架 ( 一般書架 )

木製化粧合板＋ルーバー

開口部周りを木製化粧仕上

とすることで、外部からも

木材の積極的な利用を感じ

られます。(4 ～ 10 階共通 )

吹き抜けを介した開放的なエン

トランスホールに木製化粧材や

木製ルーバーを採用します。

各階共通してエレベーターの扉

周り・壁面を木材で化粧し、各階

をつなぐ木の幹を表現します。

※各階共通

壁、天井の仕上げに木材を採用

し、来館者を迎えます。

新三田図書館４～ 6 階の交流ロ

ビーの床天井に使用し、エレベー

ターを降りた利用者を木材のあた

たかみがある空間で迎えます。

木製化粧天井 ( 交流ロビー )

産業振興センター 8 ～ 10

階の交流ロビーに木製ルー

バーやフローリングを採用

し、エレベーターを降りた

利用者を木材のあたたかみ

がある空間で迎えます。

サイン

フロア案内やトイレなどの

サインを木材で製作し、木

材の積極的な利用を図りま

す。※各階共通

4～ 6階の開架書架やカウンター

などを木製とし、家具についても

積極的な木材利用を図ります。

「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」で認定される協定木材の積極的な利用を図ります。

アップグレード値 1(★★・床面積 1 ㎡につき 0.005 ㎥ ) で規定する量（18,323.8×0.005＝91.62 ㎥）以上

の協定木材を使用します。特に、多くの利用者が行き来するエントランスホールやエレベーターホール、交

流ロビーなどには床、壁、天井に協定木材による仕上げを採用します。

建物頂部で木材による特

徴的なデザインを採用し、

まちのシンボルとなる外観

をつくります。

1 階：エントランスホール

2 階：活用可能床

3 階：活用可能床

10 階：産業振興センター ( 会議室他 )

6 階：新三田図書館 (開架 )

7 階：新三田図書館 (管理諸室・閉架 )

8 階：産業振興センター ( 産業団体事務室他 )

9 階：産業振興センター ( コワーキング他 )

11 階：産業振興センター (多目的ホール )

4 階：新三田図書館 ( 開架 )

5 階：新三田図書館 ( 開架 )

ペーパーウッド（協定木）


